


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































② ダンテは文人としての糸ならず， 政治家としても大いに活躍し， 国民的運動を
またl1Demonarchia〃 (帝政論）を書いて教会から国家の独立を堤唱し鼓吹した。また'１[
ているの染ならず，
（新生）を書いた。
国民的言語としてのイタリア語を以って名作1iLavitanuova"．
ペトラルカもまたその代表作I1Conzoniere〃（詩集）を初めと
して幾多の叙事詩をイタリア語で書いている。 ポッカチオもI1Filoco10〃（恋愛小
説）を初めとして主要な作品はイタ リア語で書いている (新潮世界文学小辞典土;よ
び岩波，
田ＳＯＩ
田ｏｒ
6カｓa､
西洋人名辞典による)。
lnstifIl↑eｓｏｆＲｏｍａｎ ＬａｗＰ,141．
Ｌａｗ．§628．
ColquhounSummaryoftheromancivil］ａｗ，
Sohm，
Ortolan，
Savigny．
ＨｉｓｔｏｒｙｏｆＲｏｍａｎ
ｉｄＢｄ.ns.50；
§､168.なおペトラルカはキヌスの死去に際して哀悼の意を表する詩を書いている。
6s船田亭二箸『ローマ法』第一巻。520頁。
５９Sherman， ＲｏｍａｎＬａｗｉｎｔｈｅＭｏｄｅｒｎ World、vol．Ｉ．§219.フランスに於て
イタリアにおけるローマ法の諸相 (戸倉広）５３
Iま第十六世紀に人文学派が出現するまで何等の批判はなかった (Sohm・ｉｄＰ､151)。
船田，前掲書，521頁。御⑪
㈹
㈹
Sohm，ｉｄ．ｐ,１５１．
Colquhoun，ｉｄ．§157； Savigny,idBd,1V.s､55`
lheringDDer Geistdesr6mischenRechts． ＢｄＬｓ,1.
Ⅶその後の余録
後期註釈学派によって， リアには国民的法律が生染出されたが，イク 政治
的には一応神聖ローマ帝国の圏内にあって， 多くの公国や侯国に分裂してい
ツテルニヒが言うが如く単なる地理的表現にすぎなて何等の統一がなく， 〆
って大成された近代ローマ法の国民的統一要素かつた･ Post-G1ossatorenによ
然し幸にも第十八世紀に入り，し次第に失われようとした。 フランスのブル
ボン王朝の編纂した諸法典の刺激を受けて， イタリアに於ても現行法を法典
化しようとする企図が二三の小国の間に起った。例えばサヴォイ王国やシシ
例
リア王国，またIエモデナ公国やトスカナ公国のｶﾛきである。然しイタリア全
±にわたっての統一法典の編纂は， ヴィコ（Vico,1668-1741）やペッ カリア
然るに(Beccaria,1738-94）等の主張にもかかわらず容易に実現しなかった。
ナポレオンが神聖ローマ帝国の勢力を一掃してイタリアの支配権を獲得する
㈲
や，自己の編纂した『ナポレオン法典」を施行した。ここlこおいて往時の小
全イタリアが『ナポレオン法典』を遵守する国分立時代の法が廃止されて，
誉ってユスチニアヌスが全イタリ アに統一法典を施行してかことになった。
初めてイタリアは統一法典を享受し得る恩恵を受けるら十二世紀間を経て，
フランスと関係を絶った後も長く且つ強く記憶ことになった。この便益は，
されたのである。
リアの支配
して．オー
レオンの失脚によって， イタリアは再びオースト1815年のナポ
月および1848年２月の両革命を契機として，1830年７下におかれたが，
とする気運が高まイタリア国家を建設しようリアの支配力を排除して，スト
5４
一ル，ガリバルヂ等の努力によって，サルヂニア王国
にイタリア王国が1861年に建設された。そして1866年
」が公布されたが，これはローマ法的フランス法であ
から多くの法規を採用し，且つこれを模倣して編纂し
った｡マッチニ，カヴール，力
のサヴォイ王家のもと
には『イタリア民法典』 公打
る『ナポレオン法典」
㈹
ﾌﾟﾋﾆ優秀な法典である。 民法典以外の諸法典も整備さ新国家の成立によって，
れ，1866年に民事訴訟法典，1883年には商法典，1890年には刑法典および刑
事訴訟法典が実施され，イタリアは立派な法治国家となった。何れにしろ，
イタリア法はローマ法的イタリア法（Roman-Ltalianlaw）で，ローマ法が第
19世紀のイタリア的服装を着用したのであり，正にPost-G1ossatorenの近代ロ
㈱
－マ法力:其の使命を果したものと言うことができる。
Sherman，RomanlawintheModernWorld､vol．Ｉ．§251.卿㈹
この法典もまた其の中にローマ法の要素を多分に含糸， 且つローマ法の精神に
id．§§.254,257立脚して編纂されたものであることは言うまでもない（Sherman，
-8)。
㈹Sherman，ｉｄｐｐ､215-217。
あとがき
西ローマ帝国滅亡後のイタリアは，ゲルマ ｿのオドアケルによって支配さ
法生活は何等の変化を見ず，れたが， 従前のローマ法が行われていた。 その
後を同じゲルマン民族の東ゴート族が王国を建設したが，彼等はローマ人の
ためにllEdictumTheodorici〃を編纂した。このものはゲルマン蛮族化したロ
ーマ法，即ちIegesromanaeBarbarorumで，いわゆる卑俗ローマ法r5misches
VuUgarrechtであった。
れ，帝の編纂した１１（
その後まもなく東ローマ皇帝ユスチニアヌスに征服ざ
纂した'１CorpusiuriscivUis〃が施行された。この法典はビザソチ
ｿ化されたローマ法であり， 第６世紀の東帝国法の性格が多分に含まれ， 古
典ローマ法とは相当色彩を異にしたものである。 ユ帝の硬後間もなくロソバ
を津設した、ロンバルドはルド族が北イタリアを中心としてロンバルド王国を建設した。
イタリアにおけるローマ法の諸相（戸倉広）５５
公法の部門は徹底的な改革を断行したが， 私法の面では殆ど何等為すところ
ニンナ等の東帝国の旧領を拠点として，なく放置しておいた。 そのためラヴ
ｿ式ローマ法が行われていた。 しかしこの法を簡単な抄依然としてビザソチ
略本に作成して教授するという所謂ピザソチソ式教育が行われていたので，
然しそれにしてもこの間にユ帝が施行古典ローマ法は益々衰微した。 した
とは幸であった。これが註釈l1Corpusiuriscivilis''が各地に温存されていたこ
更に後期註釈学派が時代精神と民族性を吹き込んで，学派によって復興され，
「時」と「所」と「人」
そのため，以後のイタ！
とを超越して適用される近代ローマ法を大成した。
ローマ法と民族的慣習法と教会法とを融合リア法は，
統一した法として完成されるのである。
